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渥美さんは、被災者との直接的な接触こそが災害ボランティアの
原点となると述べている。それはなぜだろうか。例えば、
マニュアルに従った組織作りは、確かに効率的であり、
管理も容易であろう。しかし、この効率性や管理のしやすさは
一体誰のためのものであろうか。被災者は、私たちはほんとうに
それを求めているのだろうか。
「誰が誰の生をコントロ ルーするのか」。ともすれば「協働」の
名の下に人々は集められ、もともと協働の智恵として
編み出されたものも、管理の手段に転化してしまうかもしれない。
協働が管理や暴力に転落しないためには、「私」と当事者との
直接的な触れ合いのなかでの交感が不可欠である。
協働とは何か—それは、現場すなわち「皮膚感覚を刺激する
ほど傍らにいること」から始まり、「たった一つの関係をいくつも
いくつも作っていくこと」である。教育の現場も、研究の現場も、
それらがひとびとの協働からなる限りにおいて、
そのことは変わらない。
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